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調 査 ・ 統 計

永久歯の 先天性欠如に関する統計的調査
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抄 録 ：歯 の 先天 性 欠 如 （以 下，先 欠 と記 す〉 は，隣在歯

の 傾斜，対合歯 の 挺出，上 下歯列 の 正 中線 の 偏位な ど不

正 咬合の 原 因 と な る こ とが あ る．また、先 欠 を有 す る患

者に 対 して 矯 正 治 療 を 行 う場合 は，上 下顎の 位置関係や，

顎 の 成 長 発 育，discrepancy，審 美 的問 題 な どに これ が 加

わ り，治療方針や 治療方法の 決定が 難 し くな る こ と が 多

い ．そ こ で，先 欠 の 存 在 と不正 咬 合 との 関連 を調べ るた

め，本学 矯正 歯科に 来院 し た 患者の 先欠 を 統計的に 調査

した，

　愛知学院大学附属病院矯正歯科 に 来院し，資料採得 を

行 っ た 不 正咬 合 患 者 の うち，唇 顎 口蓋 裂 な どの 先天 異常，

歯数 に 異 常を 引き 起 こ す 可能性の あ る 全身疾患 の疑 い の

あ る もの ，矯 正 治 療 の 経 験 の あ る もの な どを除 い た 3343

人 を 調査対象 と した ．

　 第 三 大 臼 歯 を除 く永 久 歯 の 先 欠 は，9．42％ に認 め られ

た ．欠如歯数 は，2 歯 ま で の もの で 全 体の 75％ 以上 を占

め て い た，先 欠 の 多 い 歯 種 は，下 顎第 二 小 臼歯，上顎 第

二 小臼歯，ヒ顎側切歯，下顎側切歯 下顎中切歯で あ っ

た．

　 先欠の 存在 と不 正 咬合 と の 関連 で は，先欠 を有す る 人

は先 欠 の 無 い 人 に 比 べ ，叢 生 の 割合 が 低 く，上顎前突 と

下顎前突の 割合が 高か っ た．先欠部位が，上 顎の み の 人

は，下 顎 前突 の 割 合 が 高 く，下 顎 の み の 人 は，上顎 前突

の 割合が 高か っ た．ま た ，先欠 を 有す る人 は，先欠部位

に かか わ らず過 蓋 咬 合 の 割 合が 高 か っ た．

　　　　　　　　　（日矯歯誌　58 （1）：49〜56，1999）

Statistical　investigation　about

the　prevalence 　of 　congenitally

　 missing 　permanent 　teeth

Abstract：The　purpose 　of 　this　study 　is　to　investigate

whether 　congenitall ｝
・missing 　teeth　affect 　the　occlusal

relationship 　between　maxilla 　and 　mandible ．

　The　sample 　consists 　33430rthodontlc　patients （1063

males 　 and 　2280　females＞ without 　 any 　 systemic 　dis−

orders ，　 The 　present　 study 　 used 　dental　 radiographs ，

pan （，ramic 　 radiographs ，　 P．　A 　 and 　 lateral　 cephalQ ．

grams 　and 　study 　nlodels ．

　Results　showed 　that，　a　prevalence　rate 　of 　9．42％ for

congenitally 　missing 　permanent 　teeth （excluding 　3　rd

molars ） among 　 33430rthodontic 　 patients．　 Armng

these　subjects 　who 　had　missing 　teeth，　approximately

25％ had　more 　than　one 　tooth　missing 　from　both　jaws．

The 　lower　second 　premolars 　were 　the　most 　frequent

missing 　teeth，　 followed　by　the　 upper 　 second

premolars，　the　upper 　lateral　incis｛，rs，　the　l〔》wer 　lateraI

incisors　 and 　the　 lower　central　 incisors．　 The 　 subjects

with 　missing 　teeth 　had　less　crowding 　and 　deep−over −

bite　 malocclusion 　than　other ⊂｝rthodontic 　patients　in

the　sample ．　Class　I【I　is　the　most 　frequent　malocclusion

seen 　among 　the　sublects 　who 　had　missing 　teeth 　only 　in

maxHla ，　hl　contrary ，　when 　teeth　were 　missing 　only 　in

mandible ，　it　 was 　frequently　 associated 　with 　 class 　II

「nalocclUsion ．

　　　　　　 （Orthod，　Waves 　58 （1）：49〜56，1999 ）
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緒 言

　歯の 先天性 欠如 （以下，先欠 と記す） は，隣在歯 の

傾斜，対合歯 の 挺出，上 下 歯列 の 正 中線 の 偏位 な ど 不

正 咬 合 の 原因 とな る こ とが あ る．また ，先欠 を 有す る

患 者 に 対 し て 矯 正 治療 を行 う場合 は，上 下顎 の 位置関

係 や ， 顎 の 成長発育 ， discrepancy，審美的問題 な ど に

こ れ が 加 わ り，治療方針や 治療方法 の 決定が 難 し くな

る こ とが 多 い ．

　先 欠 に 関連 す る 研 究 で は，乳歯 の 先欠 の 発現頻度

や
ト4 ），成因論的な もの と し て 1 遺伝 的 な研究

5，6｝
， 唇顎

口 蓋 裂や 全 身疾患 と の 関連
7−12 ）な ど が あ る ，さ ら に，永

久歯先欠 の 発 現 頻度を 調 べ た も の
13”17 ）

， 形態的 な もの

と して ，歯 冠 幅径 との 関連
IS〕，永久歯先欠 の 歯列へ の 影

響
’9”23 ｝，乳歯先欠 の乳歯列弓へ の 影ev24・25 ）な ど ， 数多 く

の 報告が あ る ．

　 し か し，先欠の 存在が 上 下顎 骨 の 位置関係 に 与 え る

影 響 に つ い て は，統
一 し た 見 解 に は 至 っ て お ら

ず
2 °−z3 ），そ れ ら を統計的に 調査 した もの は ほ とん どな

い ．そ こ で ，先欠 の 存在 と 不正 咬合 と の 関連 を調 べ る

た め ，本学矯 正 歯科に 来院 し た 患 者 の 先 欠 を 統計的 に

調 査 した．

資 料

　 1976 年 5 月 よ り 1996 年 4 月 まで の 20年間 に，愛知

学院大学歯学部附属病院矯正歯科に 来院し ， 資料採得

を行 っ た もの の う ち，唇顎 口 蓋 裂 な ど の 先天異常，歯

数 に 異常 を 引 き 起 こ す 可 能性の あ る全 身疾 患 の 疑 い の

あ る もの ，矯 正 治 療 の 経験 の あ る も の ，資料 に 不備 が

あ り先欠 の 判定 の 困難な もの な ど を除 い た ， 初診時年

齢 6歳 か ら 40 歳 ま で の 3343 人 （男 1063 人，女 2280

人 ） を調査対象 と し た．

方 法

　パ ノ ラ マ X 線写真 デ ン タル X 線写真 ， 顎 態 模 型 ，

冂 腔内写 真 よ D，第三 大 臼 歯 を除 く永 久 歯 の 先欠 の 有

無 とそ の 歯種 を判定 し た ．な お ，低年齢で 先欠の 判定

が 困 難 な もの に つ い て は ，経年資料 を も と に 確認 を行

な い ，不確実 な もの は 除外した．

　まず，先 欠 を有 す る もの を，そ の 先欠部位 に よ り以

下 の 3 通 りで 分類 し た ．

　 1 ．歯 種 に よ る 分 類

　 2 ．上 下顎 の 分類 と し て ，上 顎 の み 先 欠 を有す る も

の ，下 顎 の み 先 欠 を有 す る もの ，上 下顎両方 に 先欠 を

有 す る も の

　 3、左 右 側 の 分 類 と し て ，左 側 の み 先欠 を 有 す る も

の ， 右側 の み 先欠 を有 す る も の ， 両側性 に 先欠 を有す

る もの

　次 に ，不 正 咬合の 分 類 は高橋 の 不 正 咬合分 類
26 〕に 準

拠 し，上顎前突 （オ
ーバ ージ ェ ッ トが 6mm 以上の も

σ）），下顎 前突 （連続す る 3歯 以 上 の 前歯が 反 対被蓋 の

もの ），叢生，上 下顎前突，い ず れ に も含 まれ な い そ の

他の 5 つ の タ イ プ に，垂直的 に は 須佐美 ら
2 η の 方法 に

準拠 し，過蓋咬合 （オ
ーバ ーバ イ トが 5mm 以上 　ま

た は 下 顎 前歯先端 が 口 腔粘膜 と 接 す る もの ），切端咬

合，開咬 （オ
ーバ ーバ イ トが マ イ ナ ス の もの 〉，い ず れ

に も含 ま れ な い そ の 他 の 4 つ の タ イ プ に 分類 した ．

　さ ら に ， 上 下顎の 前後的 な位置関係 に つ い て は ， 初

診時 の 側方 セ フ ァ ロ グ ラ ム よ り ∠ ANB の 値 を 計測

し，− 5．〔｝
°
未 満，− 5．0°以 上 09未 満 ， 0°以 上 ＋ 5．oc未

満，＋ 5，0似 上 ，の 4 つ の グ ル
ープ に 分類 し た ．

　 こ れ らの 分類 を行 っ た 上 で ， 以 下 に っ い て 調査 し た．

　 1 ）先欠 の 発現頻度，お よ び 出生 年代別 の 発現頻度

　 2）
一人 当た りの 先欠本数

　 3 ）先欠 の 歯種別発現頻度

　 4）水平的不正 咬合分類 と先欠の 上 下顎別部位

　 5 ） ∠ ANB 別発現頻度 と 先欠の 上 下顎別部位

　 6）垂 直的不正 咬合分類 と先 欠 の 上 下顎 別部位

　な お ，1） に つ い て は X2検定 に て 有意差検定 を お こ

な っ た．

結 果

1．先欠の発現頻度 ， お よび出生年代別の発現頻度

　調査 対象 3343 人 （男 1063 人 ，女 2280 人 ） の うち ，

第三 大 臼歯 を除 く永久 歯に 先欠 を有す る もの は 315 人

（男 95 人，女 220 人）で ，発現頻度 は 9．42％（男 8，94％，

女 9．65％）で あ っ た （表 1 ＞，こ の 発現頻度の男女間に

有意差 は 認 め られ な か っ た （X2＝0 ．43，自由度 1，　 p〈

0．05）．また ， 出生 年代別 の 発現頻度は 8．Ol〜10．13％

（男 7 ，69〜10，40％，女 8．14〜10．85％〉で ，男女 と も

一
定の 変化 は認 め られ な か っ た （男 ：X2 ＝1．86，女 ：

X2
＝・2．66，と も に 自由度 2，　p＜ 0．05＞．ま た，各出生 年

代 ご との 男女 の 発現頻度の い ず れ に も ， 有意差 が 認 め

られ な か っ た （1960年代 ：X2＝0．05，1970年代 ：
κ

2
＝

0．05，
1980 年代 ：X

’＝1．27 ， 自由度 1
， p ＜ O．05）．

II．1人 当た りの 先欠本数

　先欠 の 本 数 は，1 歯 の み 欠如 し て い る も の が 男 41

人 ， 女 117人 で 先欠群全体 に対す る割合は 男 43．2％，

女 53．2％ で あ っ た ．ま た ，2 歯欠如 は 男 26人 ，女 59人

で ， 割合 は男 27．4％ ， 女 26．8％ で あ り，1歯欠如 と 2

歯欠如 で ，先 欠 を 有 す る もの の 75％ 以 上 を 占 め て い

た．

　 ま た ，先欠が 2 歯 の もの は ，男 女 と も，そ の 先 欠部
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表 1 出生 年代別 の 発現 頻度

調 査対象 （人 ） 先欠群 （人 ） 発現 頻度 （％ ）

出生年 代 男 　 　 　女 計 男 　 　 　女 計 男　 　 　女 計

1960年代

1970年代

1980年代

そ の 他

273　 　 676

481　 　 1079

267　 　 433

42　 　 　 92

949156070013421　　　 55

50　 　　 108

22　 　　 47

2　　　 　10

7615869127．69　 　 8．14
10，40　 10．01
8．24　 10，85
4．76　 10．87

8．0110
．139
．868
．96

合計 1063　　 2280334395 　　　 22G3158 ，94　　 9．659 ．42

表 2 先 欠 本数 と その 部位

男

欠如 歯 数 上 顎 の み 下 顎 の み 上下 顎 合計

1歯欠如 　 1741

．5％

　 2458

．5％

　 00

．O％

41人

43，2％

2歯 欠 如 　 1246

．2％
　 1453

．8％
　 00

．O％

26人

27．4％

3歯欠如 　 240

．G％
　 240

，0％
　 120

，0％
5 人

5．3％

4 歯 以 上 　 14

．3％
　 14

．3％
　 2191

．3％

23 人

24．2％

女

欠如 歯 数 上 顎 の み 下 顎 の み 上下 顎 合 計

1歯 欠 如 　 4135

，0％

　 7665

．0％

　 00

．0％

117人

53，2％

2歯欠 如 　 2ユ

35．6％

　 3355

．9％

　 58

．5％

59人

26 ．8％

3 歯欠 如 　 215

．4％

　 17

．7％

　 1076

．9％
13 人

5．9％

4 歯以 ．ヒ 　 00

，0％

　 39

．7％

　 2890

．3％

31 人

14．1％

表 3　歯 種 別 の発 現頻 度

男 女

歯種 上顎 割 合 下顎 割合 上 顎 割 合 下顎 割合

　中切 歯

　側切 歯

　犬　歯

第一
小 臼 歯

第二 小 臼 歯

第
一
大 臼歯

第二 大 臼 歯

2 （2 ，
35 （18，
15 （7 ，
15 （8 ，
44 （19，
4 （2 ，
0 （0 ，

0 ＞

17）
8）

7）

25）
2 ）

0 ）

0，8％
14．1％
6．0％
6．0％
17．7％
1．6％
0．0％

21 （8 ，
22 （8 ，
10 （5 ，
11 （5 ，
66 （32，
0 （  ，
3 （2，

13）
14＞
5 ）

6 ）

34）
0 ）

1）

8．5％
8，9％
4．0％
4，4％

26 ．6％
0，0％
1．2％

2 （1，
57 （29，
14 （7 ，
25 （14，
80 （40，
7 （3 ，
25 （14，

1 ）

28）
7 ）

11）
40）

4 ）

11）

0．4％
122 ％

3．0％
5，3％

17 ．1％
1，5％
5 ，3％

54 （27，
64 （28，
　5 （3 ，
14 （11，

111 （56，
　0 （0 ，
lG （4 ，

27）
36）
2 ）

3 ）

55）

0 ＞

6）

lL5 ％

13，7％
1．1％
3，0％
23．7％
0．0％
2．1％

小 計 115 （56，59） 46．4％ 133 （60，73） 53．6％ 210 （108，102） 44．9％ 258 （129，129） 55．1％

合 計 248 （116，132） 468 （237，231 ）

（ ）内の 数字は，左の 値が 左側，右の 値が 右側

位 が，上顎 の み，あ る い は下顎 の み に 限局 す る割合 が

高 く，4 歯以 上 欠如の も の は ，男女 と も，上 顎 と下顎 の

両方 に 先欠が 存在す る割合 が 高か っ た （表 2）．

1H．先欠 の 歯種別発現頻度

　先欠 の 総数 は 716 本 （男 248 本，女 468 本〉 で，多

い もの か ら順 に，下顎第 二 小臼歯 177 本 （男 66本，女

111 本），上顎第二 小 臼歯 124本 （男 44 本，女 80本），

上 顎 側切歯 92本 （男 35本，女 57 本），下顎側切歯 86

本 （男 22 本，女 64本），下顎中切歯 75本 （男 21本，

女 54本）で あ っ た．また，上 下顎第二 小臼歯 上 顎側

切歯，下顎 中側切歯 の 上記 5部位 を合 わ せ る と，全体

の 75％以 上 を 占め て い た．

　先欠部位 を 上顎 と下顎 で 比較す る と，上顎 325 本 （男

115 本，女 210 本）下顎 391 本 （男133 本，女 258本）

で あ り，男女 と も下顎 の 先欠 が 若干多か っ た．

　 さ ら に ，先欠部位を左 右側 で 比較す る と，左側 353本

（男 116 本，女 237 本），右側 363 本 （男 132 本，女 231

本 ）で あ D，左 右側 に は，ほ とん ど差 は認 め られ な か っ

た （表 3 ）．
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男

女

先欠 群

先欠無 し群

先欠群

先欠 無 し群

0％ 2096　　 40 ％ 609680 ％ 　 　 100 ％

o％ 20％ 　　　　4096 　　　60 ％ 　　　　8096　　　100 ％

　 図 1　先欠群 の 水 平的 不 正咬合分 類

■ 叢生

口 下 顎前 突

圀 上顎前 突

國 上 下顎 前 突
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図 2　先欠部位 と水平 的 不 正咬合 分 類
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囲 そ の他

IV．水平的不 正 咬合分類 と先欠 の 上 下 顎 別 部位

　先欠 の 無 い も の と先 欠 を有 す る もの を 水平的な 不 正

咬合分類 で 比較す る と，先 欠 の 無 い もの は，男女 と も

叢生 に 分 類 さ れ る割合 が，男 35．3％，女 38．7％ と高 い

の に 対 し，先欠 を有 す る もの は，男 女 と も叢生 の 割合

が ，男 22．1％ ，女 30．9％ と低 く，上 顎前突や 下顎前突

に 分類 さ れ る 割合 が 高 か っ た （図 1）．

　 また，先 欠 を有 す る も の を そ の 先欠部位 に よ り上 下

顎 で 比 較す る と，上 顎 の み 先欠 を有 す る も の は，下 顎

前突 の 割合 が 男 50．0％，女 57．8％ と，最 も割合 が 高く，

下顎 の み 先欠 を有 す る も の は，上 顎 前 突 の 割合 が 男

56．1％，女 42．5％ と，最 も割合 が 高 か っ た （図 2 ）．

V ．∠ ANB 別発現頻度 と先欠の 上下顎別部位

　先欠 を有す る も の は ， ど の ∠ ANB グ ル ープ に お い

て も，そ の 発現頻度 に 差 は 認 め られ な か っ た が （図 3−

a ）， 先欠部位の 上 下 顎 の 組み合わ せ ご とに 発現頻度 を

み る と，上 顎 の み 先欠 を 有す る も の は ∠ ANB が 小 さ

い 程そ の 発現 頻度 が 高く （図 3−b ）， 下顎 の み 先欠 を有

す る もの は ∠ ANB が 大 き い 程，そ の 発現頻度 が 高 い

傾向に あ っ た （図 3− c ），こ れ に 対 し ， 上 下顎両方 に 先

欠 を有 す る もの は ，∠ ANB の 値 に 対 し て ，発現頻度 に
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一
定 の 傾 向 は認 め られ な か っ た （図 3− d ）．

VI．垂 直的不 正 咬合分類 と先欠の 上 下 顎別部位

　先欠 を 有 す る もの と先欠 の 無 い もの の 垂直的な不正

咬合 を比 較 す る と ， 先欠 の 無 い も の は ， 過 蓋咬合，切

端咬合 ，開咬 の い ず れ に も含 まれ ない その 他 に分類 さ

れ る もの ，す な わ ち 正 常被 蓋 の もの が ， 男 60．1％，女

60．9％ と，最 も割合 が 高 い の に 対 し，先欠を有す る も

の は ， 男女 と も ， 過 蓋 咬合 に 分類 され る もの の 割合が ，

男 49．5％，女 31．8％ と高率 で，特 に 男性 に お い て 顕著

で あ っ た （図 4 ）．

　 ま た，先欠 を有 す る もの を そ の 先欠部位 に よ り上下

顎 で 比 較 す る と， 男女 と も ， 先欠部位に か か わ らず、

過蓋 咬合 に分類 され る割合が高 く，特 に下顎 の み に 先

欠 を有 す る もの は，過 蓋 咬合 が ， 男 61．0％ ， 女 36，3％
と 非常 に 割合が高 か っ た （図 5 ），

考 察

1．先欠 に つ い て

　永久歯 の 先欠 を，少数歯欠如 と多数歯 欠 如 で 区別 す

る と，少数歯欠如の 原因 に つ い て は ， 遺伝以 外に も，

系統発 生学的退化現象，歯 の 発育期 の 栄養障害，循環

障害，咬合機能 の 減少 な どが 考え られ て い るD．一
方，

多数歯欠如 の 原因に つ い て は ，遺 伝的因子 が 強 く，初

め か ら歯 の 原基 が形成さ れ な い 場合 と
， 原基が 形成 さ

れ て もそ の 後 の 発育 が 高度 に 障害 さ れ て 歯 が 欠 如 す る

場合 が あ る と さ れ て い る
’〕．先欠 に 関 す る過 去 の 報

告
5・13− 17・1e ）に よ る と，第 三 大 臼 歯 を除 く永 久 歯 先 欠 の 発

現頻度 は ，

一
般集団 ， 矯正 患者を問わ ず 10％前後 と し

て い る もの が 多 い ．ま た ，先欠 の 本数 は，少 数 歯 欠 如

の 場合が 多 く ， 本調 査 に お い て も 2 歯欠如 ま で の も の

が 全体 の 75％以上 を 占め て い た ．こ れ は，調 査 対 象 と

して ， 遺伝 的因子 が 強い 全身疾 患 を有す る もの や ，唇

顎 口 蓋裂患者 を除 い て い る た め と も考 え られ る．
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　 図 4　先欠 群 の 垂 直的不正 咬 合分類
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図 5　先欠部位 と垂 直的不 正 咬 合分 類
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　先欠 の 部位 に つ い て は，過去 の 報告
5・13・15・16 〕とほ ぼ 同

様 で，頻度の 高い もの か ら順 に，下顎第二 小 臼歯 上

顎第二 小臼歯 上顎側切歯 下 顎 の側切歯お よ び 下 顎

中切歯で あ っ た ．こ れ は ， 藤 田 ら
Z・2H−3 ［’〕

の ，歯数不足 の

大部分 が 系統発生学的意義 を 有 し，人 類 で は，切歯 は

上顎が 遠心 側 か ら，下顎 が 近 心 側 か ら退化 し，臼 歯 は

上 下 と も遠心側 か ら退化 し て い く とい う考 え に ほ ぼ
一

致 し て い る．さ らに ，今回の 調査 も含 め，第二 小臼歯

の 先欠発現頻度 が ，最 も高 か っ た 理 由 は，第二 小 臼歯

が 代生歯列 の
一

番遠 心 側 で あ る とい う こ と を，考 え 合

わ せ る こ と に よ り理解 で き る．一
方，下 顎 前歯部 の 先

欠 に っ い て ，中切歯 と側切歯 の 何 れ が 退 化 的 で 欠如 し

や す い か とい う こ とに 関 して は，意見 の 分 か れ る と こ

ろ で あ る が
2・5・］．3，］［，，1fi），本調 査 の 下 顎 中切歯 と側切 歯 の

先欠頻度 は ，ほ ぼ 同程度 で あ り，有意な差 を認 め る ま

で に は 至 らな か っ た．

II．先欠の 不 正 咬合 に与 え る影響に つ い て

　先欠が 歯列 に 与 え る 影響 と して ，隣在歯 の 傾斜や 対

合歯 の 挺出 な どが 考 え られ る．そ し て，そ の影 響 は悪

影響 の み で な く，arch 　length　discrepancyが ノ」丶さ くな

る こ と に よ り，叢生 が 緩和 さ れ る とい う好 影 響 も あ る
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と思わ れ る．筒井 ら
14
切 報告 で は，好影響 と悪 影響 を加

え る と，隣在歯 へ の影響 が 21 例中 20例 （95．2％） に

認 め られ ， 顎発育不 全 も 1例認 め られ た と して い る．

また，花岡ら
16｝の 報告 で は，先欠を有す る 35例 中影響

を与 え た もの は 28例 で あ るが ， そ の う ち 先欠 との因果

関係 が 不確 か な骨格性 の 不正 状態 を 除 く 7 例 （2〔｝％）

に 歯列 上 の 不 正状態 （空隙歯列 弓 ） を 引 き起 こ した と

して い る．

　今回 の 調 査で は，先欠 を有す る もの は，叢生 の割合

が 低 くな っ て い た．こ れ は，先欠 の 歯列 に 対 す る好 影

響 と考 え られ るが，上顎前突，下顎前突 の 割合 は 逆 に

高 くな り，過蓋咬合 の 割合 も高い こ とか ら ， 先欠 は，

歯列 に対 し好影 響 に も悪影響 に もな り う る と考 えられ

た．

　 次 に，顎骨 へ の 影響 と し て，過去 に い くつ か の 報

告
2°¶23 ｝が ある．先欠が 上 下顎 の 前後関係 に 対し影響を

与 え て い る と して い る も の に は，佐藤 ら
22・23切 報告 が

あ る．そ れ は，多数歯欠如者 を対象 と した もの で，先

欠の 部位 が 上顎 に 多 い か 下顎 に 多 い か で 比較 し た場合

の もの で あ る．逆 に 顎態 に 対 して 影響を与え な い と し

て い る報告 は，先欠 の 影響 が 多種 多様 で あ り，患者 に

お け る不正 咬合 が ， 先欠 の 影 響 に よ る も の か ど うか を

判断す る こ と が で きな い と い うもの で あ る
2° ）．

　本調査 で は ， （D 先欠を有す る も の は上 顎前突や 下

顎前突 に 分類 され る割合 が 大 き い こ と，（2）上 顎の み

先欠 を有 す る も の は ， 下 顎前突 の 割合が 最 も高 く，下

顎 の み 先欠を有す る もの は 上顎前突 の 割合 が 最 も高 い

こ と， （3）上 顎 の み先欠 を有す る も の は，∠ ANB の値

が 小 さ い ほ ど そ の 発現頻度 が 高 く，下顎 の み 先欠 を有

す る も の は，∠ ANB の 値 が 大 き い ほ ど そ の 発 現 頻度

が 高 い 傾 向 に あ る こ と，の 以上 3 点か ら，顎態 へ の 水

平的 な 影響 と して ， 先欠部位が 上 顎 の み の 場合，骨格

性 の 下顎前突 に な る こ と が あ り，先欠部位 が 下顎の み

の 場 合 ，骨格性 の 上 顎前突 に な る こ とが あ る と考 え ら

れ た．

　 また ， 先欠の存在が ∠ ANB の値に 影響を与 え て い

た と す れ ば，先欠 を有す る 成長期 の 患者 を矯 正 治療 す

る場 合，そ の 成長 予 測 を 見 直 す 必 要 も考 え ら れ た．

　
一

方，先欠の 存在が ，顎態 に 対 して ，垂 直 的影響 を

及 ぼ して い る と して い る報告は 過去 に な い ．本調査で

は，先欠 の 部位 に か か わ らず，過蓋咬合 に 分類 され る

も の が か な り割合が 高く，と くに 下 顎 の み に 先欠を有

す る 場合，過蓋咬合 の 割合が 高 か っ た こ と に よ り垂 直

的影響が 示 唆 さ れ た．しか し，下顎骨 の CQunter
−
clock −

wise 　rotation に よ る骨格的 な 影響 や ，前歯 の 舌側傾斜

や 挺出 に よ る 見か け の 過蓋咬合 の 可能性 も考 え られ る

た め，どの よ うな影響 が あ る か ど うか を判定す る こ と

は で きな か っ た．
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結 論

　本学矯 正歯科で資料採得を お こ な っ た 不正咬合患者

の うち，唇顎 口 蓋裂 な ど の 先天異常 や ， 歯数 に 異常を

引 き起 こ す 可 能性 の あ る全身疾患 の 疑 い の あ る もの ，

矯正 治療 の 経験 の あ る もの な ど を 除 い た 3343人 （男

1063人 ， 女 2280人） を調査対象 と した，

　 1 ．先 欠 の 発 現 頻 度 は，9．42％ （男 8，94％、女

9．65％） に 認 め られ ，男女間，出生年代問 で 有意差 は

認 め られ な か っ た．

　 2．欠如歯数 は，1 歯欠如 が 男 43．2％，女 53．2％ ，

2 歯欠如が 男 27．4％ ， 女 26．8％ で，2 歯欠如 まで で 全

体 の 75％以 上 を占 め て い た ．

　 3 ．先欠 で 多 い 歯種 は，下 顎 第二 小 臼歯，上 顎第二

小 臼歯，上顎側切歯，下顎側切歯 下顎中切歯 の 順 で

あっ た．

　 4 ．先欠 の 部位 は，上下顎 で は，下顎 の 方 が 若干発

現頻度が 高 か っ た、左 右側 で は ，有意差 は 認 め られ ず，

両側性 に 欠如を有す る もの が 多 か っ た．

　 5 ，先欠 を有 す る もの は，上 下顎 の 前後関係 に お い

て，骨格性 の 影響 が あ る と考 え られ た．

　 6．先 欠 を有す る もの は ，上 下顎 の 垂 直関係 に お い

て，先欠部位 に か か わ ら ず過蓋咬合 に 分類 さ れ る もの

が 多 か っ た．

本 論 文 の 要 旨 は，第 55 回 日 本 矯正 歯科学 会 学 術 大 会

（1996年 10 月 18 日，福岡） に お い て 発表 した，
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